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１．研究計画の概要 
巨大波の予知及び回避を実現するために、

以下の課題に取り組んでいる。 

巨大波発生指標の確立 

方向分散性、砕波の影響、風の影響、流れ

の影響を考慮した巨大波浪の発生確率を求め

る高次モデルを構築し、巨大波発生指標を確

立する。具体的な内容は以下の通りである。 

・1次元の弱非線形理論を多次元に拡張する。 

・砕波、風、流れの影響のパラメタライズ 

・水槽実験及び海洋観測、数値シミュレーシ

ョンにより指標を検証する。 

巨大波発生指標の確立は最重要課題であ

り、理論計算、数値シミュレーション、実験

を融合することによって達成する。 

Freak Wave の広域での発見と実証 

多数の事故時の波浪場の解析を行うととも

に、多方向照射式パルス式ドップラーレーダ

を相模湾平塚沖の実験タワーを設置して、実

海域波浪観測実験を行いフリーク波の発見と

我々提案の指標の実証を行う。 
Freak Wave の予測・回避システムの提案 

フリーク波の発生予測結果と、OPeNDAP か

ら得られた波浪条件と、システム中に定義し

た船舶の性能データから航海シミュレーシ

ョンを行うプロトタイプシステムを開発す

る。 

２．研究の進捗状況 
フリーク波が海洋波エネルギーの幾何的集

中や波長による波速の違いによる集中以外に

水面の非線形効果により起きることを説明し、

波浪の周波数バンド幅と方向分散性が共に狭

いことが条件であることを水槽実験と理論考

察から世界に先駆けて示した。さらにそのデ

ータがより幅広いトロントハイム水槽での実

験とも良く一致することを示し、現在では広

く認められた定説となっている。 

海難事故時の波浪解析を通じて上記の条件

が大波による海難事故時と強く相関している

ことを示し、フリーク波の発生メカニズムの

一つが、本研究で示している現象であること

を示した。そして、波浪予測によりフリーク

波予報への可能性を示した。 

３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。進捗状況に

示したように巨大波発生指標の目処を得た。 
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４．今後の研究の推進方策 

本研究の中核となるフリーク波のメカ

ニズムの解明と、その指標の確定にこの３

年で目処がついた。残りの２年でLarge 

Wave Simulation(LWS)による数値シミ

ュレーションとの融合を進め、砕波、

風、流れの影響をパラメタライズするこ

とにより定量的な精度を高め、フリーク波

の予報を可能にできると考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 

・朝日新聞、平成２０年１月２８日朝刊、解

明なるか突発巨大波 

 突然に大きな波が現れ船舶が事故に遭遇す

る海難は昔からよく知られているが、その発

生機構が解明されていないため、今でもしば

しば起きている。突発巨大波が海洋波エネル

ギーの幾何的集中や波長による波速の違いに

よる集中以外に水面の非線形効果により起き

ることを説明し、我がグループがその条件を

調べていることを述べている。 

・平成21年11月30日放送 ＣＢＣテレビ（東

海地区） 大型フェリー「有明」事故の真相 

 前月に起きた事故原因に関連して、当時事

故海面でフリーク波が起きやすい波の周波

数、方向スペクトルの条件であり、フリーク

波が起きていれば船の復原性が減少し大き

な横揺れが起きやすい船速・波向き・波長・

波高であったことを我々のグループの解析

を紹介した。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 


